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図５基準からの距離のグラフ 

根：センチュウを誘引する。（両日ともにセンチュウは生存） 

茎：一度センチュウを誘引したが、時間経過とともにセン

チュウは拡散した。（両日ともにセンチュウは生存） 

葉：センチュウを誘引しない。(両日ともにセンチュウは生

存) 

花：センチュウを誘引しない。（両日ともにセンチュウは生

存） 

4.結果 

現在、センチュウによる農作物への被害は深刻な問題と

なっている。そこで、先行研究において殺センチュウ効

果が高いとされているマリーゴールドを用いて、環境に

やさしくコストを抑えられる手法について研究しよう

と考えた。マリーゴールドの根、茎、葉、花の各部のセ

ンチュウへの効果を調べれば、センチュウ駆除能力をも

つ肥料等の開発につながり、センチュウ被害減少に役立

てることができるのではないかと考えている。 

        

図１キタネグサレセンチュウ    図２レモンマリーゴールド 

今回はセンチュウに効果のある物質の植物体の部位ご

との効果の違いを観察した。 

1.動機・目的 

ネグサレセンチュウは土の中に生育するため、センチュ

ウに効果のある物質は根に多くあると予測した。 

2.仮説 

 
図３実験の様子         図４センチュウの位置 

寒天培地の濃度は 2.0％， 

1．マリーゴールドを根、茎、葉、花の 4 つの部分に分

け、それぞれすり鉢ですりつぶす。 

2．４枚の培地の中心にすりつぶしたものをそれぞれ置

く。また何も置いていないものも 1 枚作る。 

3．中心から 15mm 離したところ基準として、そこにセ

ンチュウを滴下し、センチュウの存在（約 30 個体程

度）を確認する。 

4． 1 日放置して、センチュウの位置と生死を確認する。 

5．もう１日放置して 4.と同様にする。 

 

3.実験方法 

今回の実験においてすべての部位で殺センチュウ効果は見

られなかった。しかしながら、花においてセンチュウに対

する忌避効果を確認することができた。このことから忌避

効果を狙うには花を土中に混ぜるのが一番効果的であると

考えられる。逆に根において忌避効果はないと思われる。

しかし根に殺センチュウ効果があるとする先行研究もある

ため、根を食べてもしくは触れて死ぬ可能性も否めない。 

5.考察 

マリーゴールドの量による効果の違いを調べることができ

ていない。また、観察の頻度が少なく、観察期間も短かっ

たように思われる。これらの点を考慮して条件を変えてさ

らに調べたいと思う。最終的にはセンチュウ駆除に最も適

した方法の確立をめざしたい。 

6.反省・今後の展望 

京都大学学術出版会「線虫学実験」 

水久保隆之・二井一禎 編 

龍谷大学農学部 岩堀英晶 教授による資料 

https://www.naro.affrc.go.jp.training/files/2005_1-06.pdf   
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